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１．はじめに１．はじめに

ＮＥＣグループでは、良い伝統は維持しつつ新たなＮＥＣグループ、
“ＯｎｅＮＥＣ”を構築しようと、ビジョン・バリューを設定し、グループ全体が
向かうべき方向を明確にしました。
“人と地球にやさしい情報社会をイノベーションで実現するグローバル
リーディングカンパニー” （ビジョン２０１７）を示し、社会的使命を果たし、
大きく成長しようと再出発を始めました。

ＮＥＣ情報システムズでは、ＮＥＣグループのビジョン・バリューを受け、
環境との調和を企業活動の重要課題の一つとして捉え、事業活動に
おいて社員一人ひとりが環境への優しさを優先して行動してまいります。

本報告書はＮＥＣ情報システムズの環境活動をまとめたものです。
お客様をはじめ、お取引先、地域社会の方々を含めたステークホルダー
の皆様に、当社の活動を理解していただきたいと思います。
今後も、皆さまの温かなご理解ご支援のほどをよろしくお願い申し
上げます。

環境管理責任者

執行役員常務 横井秀志



２．会社概要２．会社概要

（１）社名 株式会社NEC情報システムズ （６）売上高 2006年度実績 488億円

（NEC Informatec Systems, Ltd.） 2007年度実績 486億円

（２）本社 東京都港区芝3-8-2 芝公園ﾌｧｰｽﾄﾋﾞﾙ 2008年度実績 465億円

（３）設立 1984年4月9日 （７）従業員数 1,719名（2009年4月末現在）

（４）社長 岡田 裕行 （８）事業内容 弊社ホームページをご参照下さい

（５）資本金 ２億円（NEC全額出資） http://www.nec-nis.co.jp/

（９）ＮＥＣ情報システムズが目指す姿
「一人ひとりが生き生きと働き、現場が自ら問題を発見し、解決するシステムハウス」

●企業理念
ＮＥＣ情報システムズは､先進情報技術と高度な情報システムサービスを通じて、新しい価値を創出し、
ＮＥＣの事業と社会の発展に貢献します。

●経営指針
1.顧客満足を第一とし、高品質のソリューションとサービスを提供する
2.情報技術と業務/ｼｽﾃﾑﾉｳﾊｳの先進性を追求し､より高い顧客価値を創出する
3.たゆみない創意工夫による改善と新しい価値創造を追求し、競争力を高める
4.社員一人ひとりが、より創造的･主体的に行動する風土をもった組織にする
5.企業の社会的責任を自覚し、良き企業市民として行動する

●行動指針
1.常に顧客に対して提案を送り込もう
2.顧客に対して高品質の信頼とｻｰﾋﾞｽを提供し続けよう
3.技術・ノウハウの先進性を保持し続けよう
4.創意工夫による改善と主体的な課題解決に挑戦し続けよう

http://www.nec-nis.co.jp/


３．環境方針３．環境方針

ＮＥＣ情報システムズは、先進情報技術と高度なシステムサービスを通じて新しい価値を創出し、社会の発展に貢献しています。

事業活動においては、環境との調和を念頭に置き、次のとおり環境保全活動に積極的に取り組み、地球環境保全に貢献して
いきます。

１．当社の事業にかかわる環境側面を考慮して、次の項目を重点的に取組みます。

（１） 省資源活動の推進

オフィスからの排出物の分別徹底によるリサイクル化促進と廃棄の削減、および環境配慮型商品の購入
推進により、省資源化と資源枯渇抑制を図ります。

（２） 省エネルギー活動の推進

電気を主とする省エネルギー活動推進により、地球温暖化防止と資源枯渇抑制を貢献します。

（３） 環境に配慮したシステム／サービス事業の推進

環境に配慮した事業活動、およびシステム/サービス製品を提供していきます。

２．環境関連の法律、規制および当社が定めたその他要求事項を遵守します。

環境マネジメントシステムを構築し、環境方針に沿った目的及び目標を設定し、定期的に見直しを行い、継続的改善及び
汚染の予防を図ります。
環境方針は、全社員に周知徹底すると共に、求めに応じて社外に開示します。

平成１７年７月１日制定

株式会社ＮＥＣ情報システムズ
社長 岡田 裕行



４．４．ISOISO１４００１認証登録状況１４００１認証登録状況

NEC情報システムズでは、２００２年度よりＩＳＯ１４００１に則った環境活動を開始し、当時の本
社である、かながわサイエンスパーク（川崎市高津区）で初めて認証を取得しました。

その後、分散していた拠点を統合するために、２００５年に芝公園ファーストビル（東京都港
区）に本社を移転し環境活動を継続しています。

審査登録機関（財）日本品質保証機構（ＪＱＡ）

ソフトウェア・コンピュータシステムの開発・販売及び保守：登録範囲

２０１０年３月１８日：有効期限

２００７年１１月２２日：登録日

ＪＱＡ－ＥＭ５９５２：登録番号



監査室

全社環境推進委員会

ﾈｯﾄEMS推進事務局

芝公園ﾌｧｰｽﾄﾋﾞﾙ
（東京都港区）

芝公園ﾌｧｰｽﾄﾋﾞﾙ
（東京都港区）

ＫＳＰﾋﾞﾙ
（川崎市高津区）

ＫＳＰﾋﾞﾙ
（川崎市高津区）

三田国際ﾋﾞﾙ
（東京都港区）

三田国際ﾋﾞﾙ
（東京都港区）

（2009年4月現在）５．環境推進体制５．環境推進体制

各事業部別委員会

社長

環境管理責任者



６．環境監査６．環境監査

（１）内部監査
ＮＥＣ情報システムズでは、毎年、環境活動についての「内部監査」を行っています。内部監査は、
所定の手順・基準通りに環境活動を実施しているか、自部門以外の者が独立した立場でチェックし、
社長へその結果を報告し、「内部監査」対象となった事項に関する改善を促す機能を有しています。
①整備状況（環境マネジメントシステムがISO14001の要求事項に適合しているか）
②運用状況（環境マネジメントシステムが、自社が自ら定めた取り決めに適合しているか）

（２）外部監査(ＮＥＣ代替審査）
ＮＥＣ情報システムズでは、認証機関によるＩＳＯ１４００１認証の適合審査を受診しています。
財団法人日本品質保証機構殿の代替審査の資格を得たＮＥＣより、２００９年２月に環境マネジ
メントシステムの審査を受けた結果、規格の要求事項に適合していると認められました。

７．法遵守７．法遵守

ＮＥＣ情報システムズでは、 規制を受けている環境に関する法規制、条例等の特定を行い、法規制
遵守のための一覧表の作成、最新版の維持とその遵守状況のチェックを行っています。
規制を受ける法律としては、環境基本法、省エネ法、廃棄物処理法、リサイクル法、家電リサイクル
法、地球温暖化防止法、環境教育法、環境配慮促進法、および都県・市区条例などがあります。
2007年に廃棄物処理法が改訂され、産業廃棄物の排出実績を次年度6月末までに報告が義務化
されましたが、当社においては2008年6月に自治体に対し排出実績の報告を行いました。



８．２００８年度８．２００８年度 環境負荷低減活動環境負荷低減活動 結果結果
NEC情報システムズでは、環境方針をもとに環境影響評価を行い、毎年、環境活動目標を定め活動を展開し
ています。２００８年度も、ＮＥＣグループの“ＩＴでエコ”の標語のもとに、環境配慮支援となるエコソフト・エコ
サービスの推進を第一の目標としています。

結果は、１４項目の目標設の内、１０項目において目標を達成しましたが、エコソフト・エコサービスの登録件数
は５件に留まりました。次年度以降も引き続き課題となります。

各目標の結果詳細については、次頁以降に掲載します。 ○達成、△もう一息、×未達成

○

活動継続実施

（１）分別廃棄の定着化

・分別廃棄の継続的徹底を図る

・個々人がゴミを減らす努力を行う

廃棄物管理

◎

22.9％減
（１）省資源活動の推進

・紙使用量の削減施策を徹底実施する

電子プレゼン推進、両面Ｎアップコピー励行等(目標：前年度5％削減）
省資源

◎

6.2％減
（１）電力使用量の削減

・省エネルギー施策を徹底実施する

消灯励行、冷房調節、ＰＣオフ・省エネ設定等（目標：前年度比較2％削減）
省エネルギー

○

○

○

○

活動継続実施

60％実施

（１）働きやすい職場環境つくり

現場革新活動によるカイゼンを通じて、業務効率化し環境巣か削減につなげる

・クリアデスクの職場環境を維持・継続する

・クールビズを実施する

・定時間日の退社率を向上させる（目標50％）
・深夜残業を減らしタクシー利用を削減する

環境保全

○

△

○

△

×

△

○

①全社員に実施

②エコ・エクセレンス度を計測

（結果29.5％）
③実施件数19件
④実施件数5件
⑤実施件数2件
⑥実施件数2件
⑦実施件数162件

（１）「エコ・ソフト／エコ・サービス」創出の推進

①全社員のエコ・エコセレンス度（知識・行動力）アップを目指したＮＥＣグループ環境教育を実施する

②ＮＥＣグループ環境意識調査に参画し社員のエコ・エコセレンス度50％以上を目指す

③エコソフト／サービスの環境配慮評価アセスメントを実施する（目標：15件）
④エコソフト／サービスの環境配慮評価アセスメントをクリアしたものをエコソフト／サービスとして登録する（目標：7件）
⑤エコソフト／サービス登録したものの中から、環境負荷評価ツールを使ってＣＯ２削減を計測する（目標：５件）

⑥エコソフト／サービス登録したものの中から、ＣＯ２策源地を計測しＮＥＣエコシンボルに登録する（目標：3件）
⑦顧客へのエコ提案を推進する

環境配慮支援

評価活動実績2008年度の目標項目



「エコ・ソフト／エコ・サービス」創出の推進

８－１．環境配慮支援：

①全社員のｴｺ･ｴｸｾﾚﾝｽ度（知識・行動力）アップを目指したNECｸﾞﾙｰﾌﾟ
環境教育を実施する

②NECｸﾞﾙｰﾌﾟ環境意識調査に参画し社員のｴｺ･ｴｸｾﾚﾝｽ度５０％以上
③ｴｺｿﾌﾄ／ｻｰﾋﾞｽの環境配慮評価ｱｾｽﾒﾝﾄを実施する（目標：１５件）

④ｴｺｿﾌﾄ／ｻｰﾋﾞｽの環境配慮評価ｱｾｽﾒﾝﾄをｸﾘｱしたものをｴｺｿﾌﾄ／ｻｰ

ﾋﾞｽとして登録する（目標：７件）

⑤ｴｺｿﾌﾄ／ｻｰﾋﾞｽ登録したものの中から、環境負荷評価ﾂｰﾙを使って

CO2削減を計測する （目標：５件）

⑥ｴｺｿﾌﾄ／ｻｰﾋﾞｽ登録したものの中から、CO2削減値を計測し、NECｴｺ
ｼﾝﾎﾞﾙに登録する （目標：３件）

⑦顧客へのエコ提案を推進する

「エコ・ソフト／エコ・サービス」
創出の推進

施策２００８年度目標

エコソフト／エコサービスの創出は施策のステップを踏んで、製品の創出
に向け活動しましたが、「⑥ｴｺｿﾌﾄ／ｻｰﾋﾞｽ登録したものの中から、CO2削
減値を計測し、NECｴｺｼﾝﾎﾞﾙに登録する」については、目標３件に対し
結果は２件となりました。

◆役員会議システム『ConforMeeting/e』の提供
◆電子帳票システム『PIFVIEWER』の提供



本システムは、利用者が直感的なUI操作で紙ベースと同等以上のペーパーレス会議を行えるシステムです。
離れている拠点間での遠隔会議も行え、人の移動を解消します。 また、会議事務局にとっても運用・管理業務が
効率化され、環境負荷を大幅に軽減できるソリューションです。

システム導入前

システム導入後

会議資料の印刷：
年間 13,500枚
(20枚*15部*45回）

サーバー使用：200w
2時間＊1台*45回

会議用PC使用：
2時間*15台*45回

ＣＯ２削減率約８７%

会議資料の登録
（ネットワーク利用）

ぺーパーレス会議

ぺーパー会議

プロジェクター使用：
2時間＊45回

遠隔会議参加
2時間＊45回*PC5台
＋ﾈｯﾄﾜｰｸ利用

遠地から会議に参加

Internet

他事業所から移動
（5箇所：札幌,仙台,
名古屋,大阪,福岡）

「「Ｃｏｎfor Meeting/e （役員会議システム）」（役員会議システム）」

８－１－①エコソフト／エコサービス登録８－１－①エコソフト／エコサービス登録

http://www.nec-nis.co.jp/product/conformeeting/index.html

http://www.nec-nis.co.jp/product/conformeeting/index.html


紙ベースの運用

会計システム

過年度分(3年以前)の帳票を
地方倉庫に保管

税務・監査等で
過去分帳票を利用

本社保管室にて
2年間保管

NW

経理部にて全帳票印刷

各部門にて一部帳票印刷
（原価関連）

会計システム
&

電子帳票システム

NW

電子帳票システムの運用 経理部にて帳票検索
（大部分をCDに保管）

各部門にて帳票検索
（原価関連は若干印刷）

本社キャビネ
にて保管

税務・監査等で
過去分帳票を利用

実際の帳票出力ページ数をサンプリング（2007年3月）
社員数：約1500人 会計システムからの電子化する帳票頁数 約11万頁（単月）

効果 ・・・ CO2削減量 47.1ｔ → 15.5ｔ （約67％の削減）

⑥

⑥

⑧

①②④⑤

①②④⑤

③

③

⑦

⑨⑩

PIFVIEWERとは、汎用機やオープン系業務システムから作成・出力される帳票を電子化し、閲覧・検索する
システムです。電子帳簿保存法を申請することにより、今まで紙で保管していた帳票類を電子保存することが
可能になります。その結果、紙や高速プリンタの削減などTCOの削減に貢献致します。

「「ＰＩＦＶＩＥＷＥＲＰＩＦＶＩＥＷＥＲ」」
８－１－②エコソフト／エコサービス登録８－１－②エコソフト／エコサービス登録

http://www.nec-nis.co.jp/pif-viewer/

倉庫

http://www.nec-nis.co.jp/pif-viewer/


現場革新活動によるカイゼンを通じて、業務を

効率化し環境負荷軽減につなげる

・クリアデスクの職場環境を維持継続する

・クールビズを実施する

・定時間日の退社率を向上させる（５０％）

・深夜残業を減らしタクシー利用を削減する

・働きやすい

職場環境作り

施策２００８年度目標

８－２．環境保全環境保全：

結果：
現場革新活動、安全衛生活動等の活動とも並行して活動を実施しました。
・クリアデスク（帰宅時は机上にノートＰＣ等備品、資料を置かない）
・クールビズ６～９月実施
・定時間日（毎週水曜日）の退社率は６０％を達成
・深夜残業によるタクシー利用はほぼなくなりました 等

環境保全活動推進環境保全活動推進



・不要照明の消灯

・増設冷房の温度調整（夏季28度）
・昼休み時の天井灯消灯

・ﾊﾟｿｺﾝ省ｴﾈﾓｰﾄﾞ設定

・長時間離席、昼休み時のﾊﾟｿｺﾝ電源ｵﾌ

・定時間日退社の推進

省エネルギー施策を徹底し、
電力消費量を前年度比で
２％削減する

施策２００８年度目標

結果：
各種の電力使用量削減施策を徹底して行い、前年度比較で
２％削減の目標を大きく上回りました。

実績：６．２％減
ＣＯ２換算129,414kg減

電力使用量の削減電力使用量の削減

８－３．省エネルギー：省エネルギー：



８－３－①

NIS 3ビル20年度電力使用量実績（kwh）
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６．２％削減



８－４．省資源活動推進：省資源活動推進：

・両面・Nｱｯﾌﾟｺﾋﾟｰ推進
・電子プレゼン推進

（紙資料配付せず）

・複合コピー機への置換え推進、台数削減

・電子文書管理ｼｽﾃﾑの導入検討

紙使用量の削減施策を徹底実施し、
紙購入量を前年度実績比較で５％
削減する

施策２００８年度目標

結果：
各種の紙使用量削減施策を行った結果大幅な削減を実施できまし
た。紙出力しない仕事のやり方、紙資料を配布しない会議のやり方
が定着化し、さらに削減が可能であると考えています。

実績：２２．９％削減
ＣＯ2換算9,825kg削減

紙使用量紙使用量削減削減



８－４－①

ＮＩＳ　３ﾋﾞﾙｺﾋﾟｰ用紙購入実績
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２２．９％削減！



８－５．廃棄物管理：廃棄物管理：

各フロア委員会毎に定期的遵守状況確認・
定着化

分別廃棄の継続的徹底

施策２００８年度目標

分別廃棄はあたりまえのように定着化しつつありますが、毎月の職
場巡回のときに若干の廃棄間違いがあります。間違った廃棄物は
廃棄コーナーに展示したり、張り紙をすることで改善を図っています。
管轄の自治体によって分別区分が異なるため、ビル別にイラスト入
りの分別早わかりポスターを作成して分別間違いを防いでいます。

分別廃棄徹底分別廃棄徹底



９．２００９年度の環境目標

２００９年度の環境活動目標は、前年度の結果を受け、エコソフト／エコサービスの推進に注力していくこととし
ました。エコソフト／サービスを案件登録するのはハードルが高いこともあり、登録するまでには至らないレベ
ルの案件、あるいは定量把握できない案件でも、気軽に環境推進案件として取り組めるよう、段階を設けて、
ＫＰＩ設定することとしました。

（１）分別廃棄の定着化

・分別廃棄の継続的徹底を図る

・個々人がゴミを減らす努力を行う

5.廃棄物管理

（１）省資源活動の推進

・紙使用量の削減施策を徹底実施する

電子プレゼン推進、両面Ｎアップコピー励行等(目標：前年度5％削減）
4.省資源

（１）電力使用量の削減

・省エネルギー施策を徹底実施する

消灯励行（含む共用トイレ）、冷房調節、ＰＣオフ・省エネ設定、サーバ集約化、プリンタ・コピー機の複合機集約化

ＰＣ台数削減（1台／人）フロアの効率利用・削減 等（目標：前年度比較3％削減）

3.省エネルギー

（１）働きやすい職場環境つくり

現場革新活動によるカイゼンを通じて、業務効率化し環境巣か削減につなげる

・クリアデスクの職場環境を維持・継続する

・クールビズを実施する

・定時間日の退社率を向上させる（目標70％）
・深夜残業を減らしタクシー利用を削減する

（２）会社外での環境活動推進

環境活動の紹介

チームマイナス6％、環境家計簿、カーボンダイエット等

2.環境保全

（１）「エコ・ソフト／エコ・サービス」創出の推進

①全社員のエコ・エコセレンス度（知識・行動力）アップを目指したＮＥＣグループ環境教育を実施する

②ＮＥＣグループ環境意識調査に参画し社員のエコ・エコセレンス度60％以上を目指す
③環境関連資格の取得推進（内部監査員等）

④エコソフト／サービスの環境配慮評価アセスメントを実施する（目標：15件）
⑤エコソフト／サービスの環境配慮評価アセスメントをクリアしたものをエコソフト／サービスとして登録する（目標：8件）
⑥エコソフト／サービス登録したものの中から、環境負荷評価ツールを使ってＣＯ２削減を計測する（目標：4件）
⑦エコソフト／サービス登録したものの中から、ＣＯ２策源地を計測しＮＥＣエコシンボルに登録する（目標：2件）
⑧顧客へのエコ提案を推進する（目標：200件）

1.環境配慮支援

2009年度の目標項目



１０．用語説明（ご参考）１０．用語説明（ご参考）

環境報告書には、ＮＥＣグループ独自で使っている環境用語がありますので、用語の意味・内容を以下に掲載します。ご参考ください。

・「環境アセスメント」とは
環境汚染や破壊を未然に防止するため、開発行為が環境に及ぼす影響について、あらかじめ調査、予測、評価する事です。
NECでは、事業活動の変化に伴って発生する環境影響を事前に予測し評価するため環境アセスメントを実施しています。
評価手法があります。
製品アセスメント （Product Assessment）
環境配慮型製品の開発のため、設計の段階で省資源、省エネルギー、
リサイクル可能性等について評価。

・「エコソフト／エコサービス」とは
開発における製品環境アセスメントを実施し、ソフトウェア／サービスの環境配慮２５評価項目の内、該当
する項目すべてに適合した環境配慮型ソフトウェア／サービス

・「環境負荷評価」とは
エコ・ソリューション設計支援ツールを用いてお客様への導入前後の環境負荷を評価

・「エコシンボル」とは
環境ラベルのひとつ。環境配慮型製品の開発促進と製品に関する環境情報をお客さまへ積極的に提供することを目的として、
1998年12月にスタートしたNEC社内制度。エコプロダクツ（環境配慮型製品）基準24項目に加え、製品群別環境配慮基準を全
て満足し、あるいは業界トップレベルの環境配慮項目が1つ以上ある製品をいう。

・「エコ・アピールプロポーザル」とは
お客さまへの提案の際に、NECの環境経営や提案案件における環境配慮性（省エネ、省資源、有害物削減等の環境要素）を提
案書の中に組み込みアピールしているもの。



以 上

株式会社ＮＥＣ情報システムズ環境推進事務局
メールアドレス：env@nis.jp.nec.com

当社の環境活動に関するお問合せ窓口

mailto:env@nis.jp.nec.com

